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２ ０ １７年 ３月 １７日号

２ 月 ２ ５ 日 、 支 部 主 催 の 「 退 職 者 を 励 ま し
送る会 (以下、励 ます会 )」があり ました。

挨 拶 代 わ り に 、 中 野 さ ん ・ 大 山 さ ん 、 お 二
人でのク ラシック音楽の 演奏が面白い趣 向でした。

内容：浦島悦子講演会(3/3)／脱原発集会(3/12)／
共助会グラウンドゴルフ大会(2/12)／野草折々／
退職者を励まし送る会(2/25)／くろつち会総会
護憲－意見広告／労金グラウンドゴルフ大会

今 年 は１ ３ 名 の組 合 員が 退 職 され る そう です 。 うち
この日の「励ま す会」には５名参加してくれましたが 、
他 の 用 事 で 参 加 で き な か っ た 天 野 健 さ ん ら 殆 ど の 方
も 、 退教 協 や退 女 教に 参 加し て 、共 に 活動 して く ださ
るそうで す。

中野真由美さん（高山中）

今年退職の大山高枝さんとは、少女

の頃からずっと同じクラスで、就職の

年も同じで、退職もいっしょです。

大山高枝さん(伊崎田中)
退職後は姶良市の方で生

活します。

長崎雄二さん（第一鹿屋中）

有明中時代、飲み方など破天荒な生

活でした 。最後の年にやっと本来の

美術を担当できました 。 これからは

好きな絵を描きたいです。

迫田弘昭さん(内之浦小)
肝属ではいろんなことを学ばせて

もらいました。

福永一文さん（下名小）

後ろの (くろつちの )席を見て緊張してい

ます。四月からあそこに坐るのかな。

内園さんの「高山は大変なとこ 」 「鹿屋は

大変なとこ 」という一言で変わりました 。

現職の側からすると「送
る会」かも知れませんが、
くろつち側からすると「(新
人を)迎える会」になります。
大幅な組織拡大で、くろつ
ちも賑やかになりそうです。

某幼稚園 で子ども達に戦 争法を礼賛させ
たり「安倍首 相がんばれ」などと言わせた
りしている報 道が流れました。世間の猛反
発を尻目に、 政府・自民党はこの事案に蓋
をしようと躍起に見えます。
今年も５ 月３日の南日本 新聞に、九条改

憲に反対する意見広 告を掲載すべく、取組
中です。
募金額 個人１口１ ,０００円以上です。
締切日 ４月１４日 (金 )
申込先 松下徳二 鹿屋市旭原町 2538 - 9
℡４４－９６８７ (携帯 090-1923-7306)

安 倍の野望 を打ち破るために も、意見広
告を成功させたいです。
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飯山 春 男 さ ん に 身 近な 植 物 を 紹 介 し て 頂い て い ま す 。
３ 回目 は サツ マイ ナモ リで す。

渓 谷 の 早 春 に 真 っ 先 に 白 い 花 を 咲
かせ る 。合弁 花で 先の 方が 5 裂し 、
花 び ら の 内 側 に 多 数 の 毛 が 生 え て
い る 。 花 が 咲 き 群 生 し て い る 様 は
雪 化 粧 し た よ う で 、 息 を の む よ う
な美 し さで ある 。
渓 谷 は イ ナ モ リ ソ ウ で 雪 化 粧
写 真 は 2017 年 2 月 1 日 高 隈 渓谷
で撮 影

事務局 矢野努

延期にしないといけない
かなと気をもんだ天候も，2
月12日（日）は晴れ間も出
る天候に恵まれ，無事予定
通り実施することができま
した。岩田都詩夫実行委員
の明快な競技上の注意が行
われた後，飯山春男実行委

員長の笛の合図で競技が始
まりました。やや冷たい風
の吹く中，ベテランや年に1
回か2回のみという初心者と
もども和やかな大会になっ
たのではないかと思います。
この時期はボールの転がり
が良すぎて，かげんの仕方
に四苦八苦する人が多かっ
たのではないでしょうか。
そんな中，やはりベテラン

の方々は本当にうまかった
ですね。
また来年もみなさんお元気
で参加してくださいますよ
うお願いします。
大会結果
優勝 山口玲子さん

準優勝 愛甲優子さん

3位 堀苑明久さん

4位 上山四朗さん

5位 山口伸也さん

ブービー賞 福留タヅさん

「血管を破らない

ように・ ・・」
と挨拶す る飯山実行委員 長

労金友の会グラウンドゴルフ大会

参加者募集中

期日 ３月２２日（水） 雨天順延 ２３日（木） ８：３０ 受け付け開始
場所 鹿屋グラウンドゴルフ場 Ｃ・Ｄコース
申込 直接内俊朗へ ４３－９４６４ ３月２０日まで
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３ 月 ３ 日 （ 金 ）、 沖 縄 在 住 の 浦 島 悦 子 さ ん が 来 ら
れて、沖縄の現状を話してくださいました。

会場 鹿屋市中央公民館
主催 2017国際女性デー
＆ 沖 縄 現 地 報 告 会 実 行 委 員 会

浦島さ んは、薩摩川内 市のご出身だそ うです。
レ ジ ュ メ に あ る 自 己 紹 介 の 欄 に は 、 次 の よ

うに書か れています。
「 鹿 児 島 18年 、 沖 縄 2 7年 。 辺 野 古 の 基 地 問 題
にかかわ って２０年。
沖縄に 住み始めて感じ たこと；自然破 壊（基

地 問 題 と 密 接 に か か わ っ て い る ）、 米 軍 基 地
が も た ら す 人 権 侵 害 （ 命 ま で 脅 か さ れ る 。 女
性 へ の 性 暴 力 、 身 体 的 一 精 神 的 被 害 ）、 沖 縄
社会のひ ずみ（子どもの 貧困 (日本一 )、離 婚
率の高さ (日本一 )、夜型社 会、経済のいぴ つさ…）」
国 の 天 然 記

念 物 で あ る ジ
ュ ゴ ン と い う
ほ 乳 類 は 、 昔
は 沖 縄 県 内 各
地 の 海 岸 で 多
く 見 ら れ た け
ど 、 自 然 破 壊
や乱獲などで 徐々に数を減らし、絶滅した
と思われてい たそうです。それが最近にな
って生息が確 認されたということは、よく
知られていま すが、それでも今では滅多に
見られること のない幻の生き物になってい
るそうです。
そのジュ ゴンの大事な生 息地が、埋め立

てが進められている大浦湾です。
大浦湾は 、ハマサンゴや アオサンゴの群

落があり、藻 も多い。絵を見れば分かるよ
うに、ジュゴ ンの鼻は潰れたようになって
いて、藻を採りやすいようになっています。
実際、ジュゴ ンの食み跡が、大浦湾で数百

本見つかっているそうです。
大浦湾は奥 の深い湾で、湾を 埋め立てる

ということは、山川海の連続性を立ち切り、
サンゴを死に追いや り、ひいてはジュゴン
の採食場所を奪うと いうことです。ジュゴ
ンは数種類の藻しか 食べないそうなので、
絶滅は必死です。
「大浦湾は地域住民の母なる海」
「ジュゴンは大浦湾の自然の象徴であり、

ジュゴンが生きられ る環境を守ることは、
自分自身を守ることである」
「沖縄だけ の力では守れない 。沖縄だけ

の問題ではなく、全国一人一人の問題です」
ということを力説されました。

（辺野古埋め立て問 題は、私たち大隅半島
に暮らす者にとって 、人ごとではありませ
ん。辺塚砕石－高レ ベル放射能廃棄物埋め
立て問題と深く関わ っています。くろつち
便り１月号に松下徳 二さんの寄稿文があり
ますので、参照してください）

○次回金曜集会
４月７日 (金 ) １７：００ ～
北田交差点

（３ 月は 、浦 島さ んの 講演や 熊本 での
日時 ４月３０日 (日 ) １０時受付 裁判があったりででき ませんでした。）

10 :0 0 受付 10 :3 0 開会 ○労金友の会グラウン ドゴルフ大会
会場 千成本店 ３月２２日 (水 )
歓迎会 12: 00～ 15 :00 ○県退教協学習会（日 置）
会費 ３０００円 ６月１５・１６日
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２ ０ １ １ 年 ３ 月 １ １ 日 、 東 日 本 大 地 震 、 そ
し て ３ 月 １ ２ 日 、 福 島 原 発 メ ル ト ダ ウ ン 、 あ
れから６年に なるんですね。
鹿 児 島 中 央 駅 広 場 で 、 表 題 の 集 会 が あ り ま

し た 。 県 内 各 地 か ら １ ３ ０ ０ 人 が 集 結 し て 、
脱原発を訴え ました。
（←開会前 、犠牲者への黙祷 ）

集会アピ ールに、様々な 問題が集約され
ていますので、その一部を紹介します。

2 01 1年 ３月 11日、東 日本
大 地 震発 生 。 これ を 引 き金
に 、 東京 電 力 福島 第 一 原子
力 発 電所 の 原 子炉 建 屋 が次
々 に 爆発 、 メ ルト ダ ウ ンを
引 き 起こ し た 。世 原 有 数の

火山・地震国でありながら、 54基もの原発
を狭い国土に並べる傲慢に鉄槌が下る。
福島の悲劇 はこうして始まった。そして

６年が経つ。 原発事故の傷は癒えたのか。
故郷を奪われ た人々の怒りはおさまったの
か。（中略）

甲状腺ガンの恐怖に晒される子どもたち。
悪性ガンと、 その疑いが強いと診断された
子どもの数が180人を越える。（中略）
2017年３月 11日、事故から６年が経った。
メルトダウ ンした核燃料の行方がいまだ

分からない。 たとえ分かっても取り出す手
段が分からない。

溜まる一方の汚染 水。 どうしたらいい
か。すべてが未知の分野。
恥知らずにも、復興ムードの大宣伝。
オリンピックを持 ち出しても私たちは騙

されない。福島を決して忘れない。
原発事故の教訓を 学ばない利潤追求第一

の原発利益共同体。 これを支え主導する政
治家たち。
故郷を奪う者たちとの闘いに退路はない。

福島の教訓は私たちの側にある。
鹿 児 島 を 第 二 の 福 島 と

してはならない。 私たち
は福島と共に闘う！

（以上）

（原口かつ子さんは県
内 各 地 か ら の リ レ ー
ト ー ク で 、 壇 上 か ら
南 大 隅 町 に 最 終 処 分
場が作られる恐れがあ
ると訴えました。右→）

集会の後、天文館 、いづろ通りまでパレ
ードがありました。


